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．課題の設定
連合王国の北方に位置するスコットランドは、 世紀末から 世紀後半にかけて繊維生
産、製鉄業、造船工業など多くの製造業活動が発展した結果、国内でも屈指な工業力を擁す
る先進地域へと成長した。スコットランドのこの時期の経済発展に関しては、いまや古典と
なった ハミルトンの著作を始め、多くの研究が多様なトッピクスに注目して分析を重ね
てきた。具体的には産業成長のメカニズム、産業活動の内容、そして工業化がもたらした社
会経済的影響など、産業革命や工業化過程をめぐって史料分析に基づく研究が行われてき
た。もとより、スコットランド地域の独自性を形作ってきた歴史過程の詳細を追究する動向
がスコットランド経済史研究の主流であり、誇り高き伝統でもある。とりわけ 年代以
降、連合王国からの独立を推進する政治的な動きが一段の進展を成し遂げていくにつれ、経
済史の過去のいくつかの重要な研究主題をリフレッシュした上で、スコットランド独自の社
会経済的発展過程を実証する論文や著作が次々と発刊され、現在に至っている。この中、本
稿と類似の問題関心を持ち、同様にスコットランドの産業革命や工業化過程を研究課題とし
ているのは ウェイトリーの研究である。 年に出版した スコットランドにおける
産業革命 をタイトルとする著書の中で、ウェイトリーが 世紀前半期においてスコットラ
ンド域内の多くの地方で製造業活動がかつてないほどの規模と範囲で旺盛に行われていたこ
とを指摘している。これらの地方はいずれも都市の商業発展に伴って成長を成し遂げた背景
を持ち、具体的にはグラスゴウを中心都市とする中西部地方、そして首都のエディンバラ、
地方都市のダンディー、アバディーン、この三つの都市を囲む周辺地域である ）。周知のこ
とであるが、この中で最も多種多様な製造業活動の展開を見せ、それこそ近代的工業地域の
様相を呈するようになったのはグラスゴウを中心都市とする中西部地域ある ）。本稿ではス
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）
コットランド中西部地域を研究対象として取り上げ、スコットランド統計報告書を中心的な
史料として 世紀前半期における中西部地域の人口動向と教区ごとの人口分布の実態を検討
する。分析に先立って、利用史料の成り立ちとその性格や特徴について簡単に言及しておき
たい。
．利用する史料の成り立ちと性格
スコットランド統計報告書と称される史料は 年代にかけて逐次出版された旧スコット
ランド統計報告書 巻 （以下、 と略記）と
年代前半期に刊行された新スコットランド統計報告書 巻
（以下、 と略記）の両シリーズがある。 は 年代にスコットランド
全域 州 教区について、実施した調査事業の成果報告書である ）。この調査事業の原案
を発起し、事業の進行を取り仕切っていたのは当時国会議員を務めていたシンクレア
であった ）。シンクレアは 年にスコットランド教会総会
の協力を得ることに成功し、各教区の牧師に
質問調査票を回答してもらう形で調査事業の進行を推し進めた。質問調査票の回収、そして
調査内容の編集及び出版にかかった期間はおよそ 年間であった。
年にシンクレアはスコットランドが置かれている現状について、再度の調査実施の必
要性があることを表明した。これを受け、調査を実施する機関として新統計報告書作成委員
会
が発足し、委員会の運営並びに調査事業の進行で指導
的な役割を担っていたのは、書記官 を務める ジャーディン で
あった。 世紀末の調査と同様に、今度の調査も教区牧師に調査票の作成を依頼する形で進
められていた。調査の企画、実施、報告書の編集出版という一連の動きはおよそ 年間がか
かり、 年にようやくスコットランド全域をカバーする調査報告書 巻が出揃えたという
経緯がある。
と は産業革命期におけるスコットランドの社会経済的変化を検討するにあ
たって豊富な情報を持っているため、この研究領域では高い利用価値を持つ貴重な一次史料
として知られている。ただし、多くの研究が指摘しているように ）、 と の記述
内容は主として教区牧師の執筆によるものであり、研究分析の基礎資料として利用する際
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） スコットランド中西部地方 というのは
エア州 ダンバートン ラナーク州 レンフルー州
を含めた地域を指すものである。
）
新井 嘉之作 スコットランド先進地域におけ
る農業近代化の一段階─ 年のロジアン農業─ 社会経済史学 第 巻第 号（ 年 月）
頁。
）
椎名重明 イギリス産業革命
期の農業構造 御茶の水書房、 年、 頁。
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に、その宗教的視点、即ち内容の客観性や信憑性について夙に慎重な検討と細心な留意を払
う必要がある。また、都市よりも農村に関する描写が多いこと、そして製造業よりも農業生
産の状況に関する記述が詳細であることはこの史料の特徴であると同時に、本稿の課題から
して利用上の制約要素とも捉えられるであろう。
上記した史料的性格と制約を勘案した上で、 と の中に最も明確な数値の記載
がある要素一人口数を抽出し、中西部地域の人口動向と人口分布に関する表を作成した。表
から表 までの つの表は 世紀末と 年代という つの時期における各州の教区ごと
の人口分布とその期間中の人口増減数を集計したものである。以下の叙述ではこの つの表
を分析資料として利用する。
．スコットランド中西部地域の人口動向と分布 州と教区に分けて
各州の人口動向と分布
まず、表 、表 、表 、表 をもとに、中西部地域における居住人口の分布と動向を確
認しておこう。 世紀末には最も人口規模の大きい州はラナーク州で合計 人の居住人
口数を持っており、この人口数は 年代になると 人へと大幅な増加が見られた。ラ
ナーク州に次いで、人口規模の大きな州はエア州である。この州では 世紀末に約 人
が居住していたが、 年近くが経過した後、居住人口数は 人へと成長した。そして、
レンフルー州の 世紀末の居住人口は 人で、ダンバートン州のそれは 人であり、
年にはそれぞれ 人と 人へと居住人口が増加したことが窺える。
次に人口増加の規模と成長率を見ていく。 世紀末から 年代までの時期において、中
西部地域の人口増加数はそれぞれラナーク州が 人、エア州が 人、レンフルー州
が 人、ダンバートン州が 人であった。この数値を分子に、 世紀末の居住人口数
を分母にして人口成長率を算出してみると、上記の つの州はそれぞれエア州が ％、ダン
バートン州が ％、ラナーク州が ％、レンフルー州が ％という成長率で人口成長を成
し遂げたことが分かる。これらの数値を図 で示している各州の面積の大体のイメージに照
らし合わせて考えていくと、次のことができるであろう。面積が広く、居住人口の絶対数と
人口成長率とも高い数値を示しているのはラナーク州である。この州では、グラスゴウ市の
目覚ましい商工業活動の発展がラナーク州の高度な人口成長と人口集中に寄与した重要な要
因の一つだと考えられる。また、エア州はその広い州面積に見合うような人口規模を持って
いたが、人口増加数であれ、成長率であれ、いずれも州面積が遥かに狭いレンフルー州より
低い数値を示していることが注目に値する。因みに、この二つの州が示している数値を比較
して考えると、レンフルー州は比較的狭い州面積で多くの人口を定住させることができる経
済力を持っていたこと、しかも 世紀前半期における製造業活動の進展に伴ってその経済力
）菊池 紘一 世紀スコットランド地主と村落創設運動 社会経済史学 第 巻第 号， 年，
頁。新井嘉之作 スコットランド先進地域における農業近代化の一段階 、 頁。 林 妙音
スコットランドの人口動向と繊維生産の地域分布 年から 年まで 大阪商業大学論集 第
巻 第 号（ 年 月）、 頁。
と人口規模が一層大きくなったことが推測できる。また、ダンバートン州は州面積が狭く、
人口規模が四つの州の中で最も小さいのだが、居住人口は他の州と大体同じレベル範囲の成
長率で増加していたことが看取できる。
州における教区ごとの居住人口と分布
表 が示すように、エア州では 年代前半において居住人口が最も多かった教区の上位
位は 人、 教区 人、 教区 人であった。その次に来る
人規模の居住人口を擁する教区は 教区、 人規模のそれは 教区に数えられる。こ
の 教区を除いた州全体の人口分布としては、次のことができる。すなわち、 世紀末にお
いてエア州では 教区のうち、約 割を占める 教区は 人かそれ以下の数の人口しか居
住していない地方の小さな町村であり、これらの教区の住民は農業・漁業・牧畜生産を主要
な生計活動としていたことが考えられる。一方、人口増減の傾向に目を転じて、 年代中
葉までの人口増減数を規模順で並べ替えると、居住人口数が最上位の 教区は最
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図 年代におけるスコットランド各州、大都市の分布
出典
．
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表 エア州 の教区ごとの人口分布（単位 人数）
教 区 名
年 年の
人口数
か 年の
人口数
人口の増減数
も多くの人口増加をなしとげた教区でもあったことが分かる。 人という増加数は 位
の 教区の 人、そして 位の 教区の 人から大きく引き離れている
ことは 教区がエア州において特殊な位置づけと発展経路を持っている可能性が
大きいことを示唆している。なお、 年代に関しては、居住人口 人規模は 教区、
人規模は 教区、 人規模は 教区、 人規模は 教区、 人規模は 教区、
人規模は 教区、 人規模は 教区、 人未満の規模は 教区というような大まか
な分類ができる。 年代まで進んできて、 割近くの教区では 人以上の人口が定住す
るようになったことと、教区ごとの平均人口数が増加したことがこの州に起きた新しい変化
として捉えることができよう。
教区しか持たないダンバートン州の人口分布としては、 世紀末には居住人口 人規
模は 教区、 人規模は 教区、 人未満の規模は 教区があり、 年代になると居
住人口 人規模は 教区、 人規模は 教区、 人規模は 教区、 人規模は 教
区、 人未満の規模は 教区があるというような分類で州全体の人口分布像をまず把握し
ておきたい。ダンバートン州の南側はグラスゴウ市に隣接し、市の周辺外業部として製造業
活動を行っていた村落や町が多く、その結果 年代には多くの教区では 人以上の人口
が居住するようになったと考えられる。この中に人口増加が顕著な教区として
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教 区 名
年 年の
人口数
か 年の
人口数
人口の増減数
全教区の合計
注
）教区名の綴り方は の表記に従う。 表 、表 、表
は同じ。
） 年代の人口数に関しては、 年のみの記載 年のみの記載、 年と 年
両方の記載がある教区の 種類があるが、分類 の教区については 年の人口数を採用する。
） では 教区の記載が存在していない。
） 教区の 年代における人口数
は の 教区の合計人口数である。
出所）
より筆者作成。
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教区と 教区が浮かび上がってくるであろう。この二つの教区とも州全
体において人口規模が最も大きく、人口増加の絶対数も他の教区のそれを抜きんで出ている
ことから、人口規模と人口成長との間に正の相関関係があることが考えられる。ちなみに、
上記のエア州においても、同様の傾向が観察されている。
続いて、人口成長と産業発展両面で最も優れた進捗を見せたラナーク州の人口分布につい
て見ていく。表 から分かるように、 年代においてこの州で最も多くの居住人口数が見
られたのは の 人であり、その次は 教区の
人、 教区の 人、 教区の 人の順になっている。この 教区
以外の 教区の中に、 人規模の教区は つ、 人規模の教区は つ、 人未満の規
模の教区は という大まかな分類ができる。前述したエア州と同様に州面積の広いラナーク
州では、 世紀末において半数以上の教区は 人以下の居住人口規模であったが、この州
は内陸州であるため、住民の大多数は主として農業や牧畜生産に従事していた可能性が大き
いと考えられる。人口増加の教区ごとの動向に関しては、 教区は最も
大規模な人口増加が見られた地区であったことはとりたてて驚くべきことでもないであろ
う。 地区の編入によって 人という数値は正確なものより若干の膨張があると
思われるが、スコットランド全域において最も大きな人口増加数であることはまず間違いな
いであろう。グラスゴウ市に次いで、人口数が大幅に増加した教区とそれぞれの人口増加数
は 教区の 人、 教区の 人、 教区の
人、 教区の 人であった。ラナーク州もこのように前述した つの州と同様
に、人口規模が大きい教区の方が顕著な人口成長を成し遂げる例証となるであろう。なお、
年に 万人を上回る人口が居住するようになったラナーク州においては、 万人規模の
表 ダンバートン州 の教区ごとの人口分布（単位 人数）
教 区 名
年 年の
人口数
年の人口数 人口の増減数
全教区の合計
出所
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表 ラナーク州 の教区ごとの人口分布（単位 人数）
教 区 名
年 年の
人口数
年人口数 人口の増減数
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教区は つ、 人規模は つ、 人規模は つ、 人規模は つ、 人規模は
つ、 人規模は つ、 人規模は つ、 人規模は つ、 人規模が つ、 人
未満の規模は があるというような分類で、この州の人口集中と分布の大まかなイメージを
把握しておきたい。表 とこの分類から、 年において各教区の居住人口数が確実に大き
くなったことと、 人以上の居住人口を持つ教区の数に関しては、ラナーク州の方が中西
部地域で最も多かったことを読み取れる。
最後に、表 が示しているレンフルー州の人口分布について確認する。この州では 世紀
末に最も多くの人口数 人が居住していたのは港地区の であった。その次
は繊維生産地区の と であり、それぞれ 人と 人程度の居住
人口を擁していた。この 教区を除いて他の 教区の人口規模の分類としては、 人規模
は 教区、 人規模は 教区、 人規模は 教区、 人未満の規模は 教区となって
いる。レンフルー州は中西部地域の つの州の中で最も人口密度が高い州であったことを反
映しているかのように、 世紀末には州人口の 割強が上記した つの教区に集中して居住
していたことが表 から窺える。一方、人口増加に関しては、上記同様の つの教区が最も
目を見張る数字を示している。即ち、 教区は 人、 教区は 人、
教区は 人という人数での人口増加が見られたのである。そして、
年における教区ごとの人口規模としては、 万人規模の教区は つ、 万人規模は つ、
人規模は つ、 人規模は つ、 人規模は つ、 人規模は つ、 人規模
は つ、 人規模は つ、 人未満の規模は つがあるという分類ができる。
この時期に中西部地域の多くの地方では製造業活動が発展し、それに関連して多くの種類
の工業原料や工業製品がクライド川の河口港である から輸出入されていた。
教 区 名
年 年の
人口数
年人口数 人口の増減数
全教区の合計
注
） 年における 教区の人口数は と が統合して出来上がっ
た教区の人口数である。
） 年における 教区の人口数は と が統合して出来上
がった教区の人口数である。
） 年における 教区の人口数は と が統合した出来上がった教
区の人口数である。
） 年における 教区の人口数は と が統合して出来上がった教区の
人口数である。
出所
日々増大する商品流通を担うためには、それだけの労働力が必要であった。このような港湾
労働を主体とする雇用機会を求めて、 にはハイランドを含む多くの地域から労
働者とその家族たちが移住して来た。また、 は熟練度の高い織布技術を持つ職人が
多く居住している教区であり、多くの資本が良質な労働力を求めてこの教区にやってきて、
高級綿布の生産事業を経営していた。 はこの時期にモスリンを代表とする高級綿織
物の生産地としてその地位と名声を次第に確立していった。レンフルー州における人口成長
は と という つの教区が典型として示しているように、製造業とそれに
関連する商品流通の成長によって牽引されてきた傾向があることができる。
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表 レンフルー州 の教区ごとの人口分布（単位 人数）
教 区 名
年 年の
人口数
年人口数 人口の増減数
全教区の合計
注
） では、 の 教区の記載が存在して
いない。
） 年における 教区の人口数は と が統合して出来上がった教区の
合計人口数である。
出所
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